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アンモニアサプライチェーン構築・利用WGの構成員
座長 国立研究開発法人産業技術総合研究所再生可能エネルギー研究センター 招聘研究員 壹岐典彦
副座長 国立研究開発法人産業技術総合研究所企画本部総括企画主幹 村拓

参加企業

株式会社ＩＨＩ
アサヒグループジャパン株式会社
ＡＧＣ株式会社
鹿島液化ガス共同備蓄株式会社
鹿島北共同発電株式会社
鹿島共同施設株式会社
鹿島南共同発電株式会社
株式会社クラレ
株式会社ＪＥＲＡ
昭和産業株式会社
東京電力エナジーパートナー株式会社
日本製鉄株式会社
三菱ガス化学株式会社
三菱ケミカル株式会社
レンゴー株式会社

参加企業
（民間オブザーバー）

株式会社小松製作所
株式会社SUBARU
日産自動車株式会社
本田技研工業株式会社
三井物産株式会社

オブザーバー 経済産業省 関東経済産業局（資源エネルギー環境部 カーボンニュートラル推進課）

事務局 茨城県（産業戦略部 技術振興局 科学技術振興課）
株式会社野村総合研究所
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北関東広域アンモニアサプライチェーン整備構想

県内だけではなく広域需要に対応したアンモニアサプライチェーンをデザインする
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WGアジェンダ

討議１： 2040年CN政策動向・技術開発に関する注目ポイント

討議２： 2030～2040年に向けたアンモニア・水素利用可能性

討議３： 2040年CO2削減目標実現に向けた課題認識
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GX2040ビジョン、エネルギー基本計画、NDC検討イメージ
GX2040ビジョン

出所）第13回GX実行会議（2024年10月31日）我が国のグリーントランスフォーメーションの加速に向けて
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GX2040ビジョンとは
GX2040ビジョン

出所）第11回GX実行会議（2024年５月13日）我が国のグリーントランスフォーメーションの加速に向けて
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GX2040ビジョンに向けた検討のたたき台と注目ポイント
GX2040ビジョン

火力の脱炭素化に必要な投資拡大

国際的な議論も踏まえた石炭火力の扱い

クリーンエネルギー近傍への産業集積の加速化

水素等供給拠点、価格差に着目した支援PJの選定

GXとDXによるサプライチェーン強化

GX2040ビジョンの注目ポイント
（アンモニアWG目線での）

GX2040ビジョンに向けた検討のたたき台

出所）第13回GX実行会議（2024年10月31日）我が国のグリーントランスフォーメーションの加速に向けて
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2030年度目標及び2050年ネットゼロに対する進捗
エネルギー基本計画／地球温暖化対策計画

2022年度のCO2排出量は、過去最低値で、オントラックを継続しているとの見方

出所）第65回総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会（2024年10月23日）NDC・地球温暖化対策計画の検討状況について

2030年度目標及び2050年ネットゼロに対する進捗
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排出量取引制度の段階的発展のイメージ
カーボンプライシング

2026年度：排出権取引市場の本格稼働
2028年度：化石燃料賦課金制度の導入（化石燃料のCO2排出量に応じて、輸入事業者等に賦課）
2033年度：発電部門について段階的な有償化（有償オークションの導入）

出所）第１回GX実現に向けたカーボンプライシング専門ワーキンググループ（2024年９月３日）排出量取引制度の本格稼働に向けた検討の方向性


